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－香港経済の動向－ 

 

1．はじめに 

2017年、返還 20周年を迎えた香港では、行政長官(香港政府のトップ)に女性が初めて就任す

るなど、様々な出来事がありました。香港経済の現状はどのような状況にあるのか。本稿では、香

港経済を体現する主要な指標をもとに、香港経済の動向を確認していきます。 

 

2．香港経済の動向 ※図表内の Q1は 1～3 月期、Q2 は 4～6月期、Q3 は 7～9 月期、Q4 は 10～12 月期を示す 

まずは、香港経済の動向を一番体現している、実質GDP の伸び率を確認します。(図表 1) 

伸び率の増減はありますが、一貫してプラス成長を維持しています。最近では、2015年Q4から

2016 年 Q3 にかけ、中国経済の伸び鈍化や中国観光客の購買力低下等が相まって、伸び率が

１％前後で推移した時期もありましたが、足元では、ここ四半期連続で3％超の伸び率を維持して

います。足元が好調な要因としては、失業率が低く、良好な雇用環境と収入状況により、個人消

費の堅調な伸びがあることや世界経済の好転を背景とした、貨物やサービス輸出の増加等があ

り、IMF が示した成長率見通しは、3.5％(2017 年通年)となっています。 

次に、香港経済の基幹産業の一つと言われている、貿易について確認していきます。(図表 2) 

【調査レポート】 

図表 1 実質GDP 伸び率の推移(前年同期比) 

 

出所：香港政府統計局より香港駐在員事務所にて作成 
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図表 2 貿易統計(単位：億香港ドル) 

 

出所：香港政府統計局より香港駐在員事務所にて作成 
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香港の貿易において、輸出と言われているものは、ほとんどが中継(再輸出)となっています。香

港内にも工業団地は数ヵ所ありますが、当地に工場を構えている製造事業者は少ないことから、

香港で生産し、海外へ輸出するといった製品は少なく、他国で生産された製品を輸入し、別の他

国へ輸出する、中継(再輸出)がメインとなっています。 

2017 年 Q3 において、輸出入ともに前年同期比で 8％超の増加となっており、活発な貿易が行

われている状況が見てとれます。また、輸出先を国・地域別で見ると、最大の貿易相手国である

中国とは、前年同期比で6％超の増加となったほか、日本は14.9％増、台湾は10.8％増となって

います。他方、輸入先を国・地域別で見ると、中国とは前年同期比で 6％超の増加となり、韓国は

20.8％増、台湾は 13.5％増となりましたが、日本は 4.1％の減少となっています。 

最後に、消費者物価について確認していきます。(図表 3) 

消費者物価は、増加の幅があるものの、前年同期比で上昇を続けています。項目別では、スマ

ートフォン等の耐久消費財が 2.5％低下したものの、外食費は 2.6％上昇したほか、住居費

2.5％・交通費 1.7％・食品 1.6％と多くの項目で上昇しています。前年同期比で見ていくと、大き

な物価の変動が無いように見えますが、仮に2012年Q1を 100 として、2017年Q3の物価を見て

みると、その数値は 117 であり、5 年程度で 2割弱の物価上昇があったこととなります。 

 

3．まとめ 

香港経済は、2015 年の終わりから 2016 年の中ごろまで、中国経済の成長鈍化等を受け、減速

感が強まっていました。街を歩くと、街のあちらこちらにシャッターが下ろされた小売店向けのテナ

ントがあり、この時期に香港から撤退を決めた飲食・小売店も多くありました。しかし足元では、中

国経済の成長鈍化も一服し、世界的には経済状況が好転していること等を背景に、GDP の伸び

は高まり、貿易も増加し、物価も上昇を続けている状況にあります。今後の香港経済も、足元同様

の方向感であると思われますが、中国で広まってきたシェアリングエコノミーという新しい経済の潮

流が当地でどのように受け入れられるか等、経済変動の種も多分にあることから、今後も香港経

済の動向に注目していく必要があります。 

今後も、香港駐在員事務所では、当地情報の収集や提供、当地におけるサポート活動を行っ

て参りますので、お気軽にお問い合わせ下さい。 

図表 3 消費者物価指数(CPI)(前年同期比) 

 

出所：香港政府統計局より香港駐在員事務所にて作成 
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－ダブルペイ－ 

 

1．ダブルペイとは 

ダブルペイとは、香港の雇用条例で規定されている、年間 13 ヵ月分の給与が保証される制度

です。正式名称を、年末手当（End of Year Payment）と言います。支給時期は、12 月末から翌年

1・2月(旧正月時期)の前までで、支給金額は、定例給与1ヵ月分相当となります。このダブルペイ

制度を導入するかどうかは、雇用主である企業の裁量によりますが、ダブルペイを支給する企業

においては、雇用契約書にダブルペイの算定期間や金額、支給日等を記載する必要があります。

仮に、ダブルペイの支給を約しているにも関わらず、これらの諸条件を定めていない場合、雇用

条例上の規定が適用されますので注意が必要です。雇用条例上のダブルペイの支給金額は、

「月間総賃金に相当する額(直前 12 ヵ月間の総賃金をもとに算出した法定平均月給)」です。 

ダブルペイは以前、半強制的な慣習として存在していましたが、雇用条例でも認められている

ため、ダブルペイ制度を採用せずに、ボーナス制度を採用する企業も、現在は増えつつありま

す。 

 

2．ダブルペイとボーナスの違い 

香港では、ダブルペイとは別に業績や人事評価による業績賞与も支給されます。契約上の賞

与であるダブルペイとは異なり、「会社裁量ボーナス（査定賞与）」（以下、ボーナス）とは、企業の

業績、従業員本人の勤務成績や勤務態度、会社への貢献度ならびに会社が持つ従業員への将

来の期待などに対して、企業が自由裁量により支給するものです。ダブルペイが、原則は金額が

変動しないことに対して、ボーナスは業績によって賞与額に変動があり、この点が、両者の大きな

違いとなっています。 

また、ボーナスは支給の有無や支給金額などが保証されていないため、従業員が固定金額の

支給保証があるダブルペイと混同しないよう、対応する必要があります。仮に、ボーナス制度を採

用する場合には、年度毎にボーナス金額を変動させるなどの工夫を施し、業績や人事評価に基

づく支給であることを、従業員にしっかりと認知してもらう必要があります。 

 

3．まとめ 

日本では馴染みのないダブルペイですが、香港においてはごく一般的な制度となっています。

転職市場が整っており、従業員の転職が頻繁にある香港においては、給与などの雇用上のセン

シティブな問題について、現地スタッフとの感覚を合わせておくことが、優秀な人材を長く雇用す

るために、非常に重要な事項かと思われます。また、香港への新規進出を検討されている企業に

おいては、ダブルペイとボーナスのどちらの制度を採用するか、企業が求める人材像に合致した

制度選択ができるよう、事前に自社の状況をよく整理しておくことをおすすめします。 

【トピックス】 
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－タイの医療保障制度－ 

 

1．はじめに 

日本では、1961 年に国民すべてが医療保険制度に加入し、病気や怪我の際に医療給付が得

られる国民皆保険制度が成立しました。一方で、タイにおいて国民皆保険制度が成立したのは

2002 年です。今回、日本とは異なるタイの医療保障制度についてレポートします。 

 

2．タイの医療保障制度 

タイの医療保障制度は、公務員や国営企業の労働者とその家族を対象とした「公務員・国営企

業労働者医療保障制度」、民間企業の被用者を対象とした「社会保障基金」、給与所得者以外

を対象とした「30 バーツ医療保障」の 3種類で成り立っています。 

制度名 対象者 財源 管轄 

公務員・国営企業労働者

医療保障制度 

公務員・国営企業労働者とその

家族 
税金 財務省 

社会保障基金 民間企業の被用者 保険料 労働省 

30 バーツ医療制度 給与所得者以外 税金 国民健康保険事務局 

 

3．30 バーツ医療保障制度とは 

30 バーツ医療保障制度とは、2002 年から始まった給与所得者以外を対象とした医療制度です。

具体的には、1 回 30 バーツ(約 100 円)の手数料で、疾病の診断・治療、出産（2 回まで）、入院

（食費・部屋代含む）、歯科治療、投薬などのサービスを受けられるという制度となっています。ま

た、健康診断や予防接種など疾病予防についても、1回 30 バーツで受けることができます。 

 

4．タイの医療保障制度の課題 

タイでは、30 バーツ医療制度により国民皆保険が達成されたものの、いくつかの課題が指摘さ

れています。その 1つが、富裕層と貧困層の医療格差です。タイの医療機関が 30バーツ医療制

度に参加するかどうかは、医療機関の任意となっているため、多くの民間医療機関は 30 バーツ

医療保障制度に参加せず、富裕層を対象とした医療を展開しています。 

 

5．まとめ 

今回は、タイの医療保障制度についてレポートしました。海外においては、日本とは異なる制度

が多く存在します。それらを理解することで、その国に住む人々がどのような生活をしているかを

知ることができるものと思われます。今後も、皆さまのお役に立てるレポートを行ってまいります。 

【アセアンレポート】 
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〈香港〉 

・経済 

－2017 年の成長率見通し 3.5％、2018 年は 2.66％－IMF(12/1) 

－11 月の日経・香港 PMI50.7(12/6) 

－11 月の消費者物価、前年同期比 1.6％上昇(12/22) 

・金融 

－中国人の新規保険契約高、前年ピークより 6割減(12/1) 

－2017 年の新規株式公開による資金調達額、世界 4位に後退(12/11) 

・不動産 

－7～9 月の高級オフィス賃料、世界トップ(12/8) 

－中古住宅価格、過去最高を更新(12/19) 

－中環のオフィス価格、10％以上の上昇見通し(12/20) 

－2017 年の中古住宅価格、平均 1億円超(12/22) 

・その他 

－中国シェア自転車 ofo、香港へ進出(12/7) 

－2018 年の賃上げ、3～3.8％(12/14) 

－9～11 月の香港失業率、前年同期比横ばいの 3.0％(12/19) 

－11 月の訪日客数、前年同期比 13.5％増(12/21) 

  

〈広東省〉 

・経済 

－11 月の広東省製造業 PMI53.8、過去最高を記録(12/4) 

－11 月の広東省CPI、前年同期比 1.4％上昇(12/14) 

－1～11 月の広東省貿易総額、前年比同期比 9.4％増(12/15) 

・その他 

－日系企業数、広州市で増加基調続く(12/1) 

－自動運転の電動バス、試験運航開始－深圳市(12/5) 

－省級行政区競争力番付、広東省がトップ(12/7) 

－広東省で企業誘致の強化続く、広州市は企業本部設置で最高 10億円支給(12/13) 

－2017 年の新規株式上場件数、深圳市場が世界トップ(12/20) 

－労災・失業保険料率、2018 年から引下げ－東莞市(12/22) 

【ニュース一覧】 
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(出所：各種新聞報道等) 

 

－飲茶－ 

 

 

香港人は、休日に家族団欒として、飲茶（ヤムチャ）をする習慣があります。飲茶とは、香港やマ

カオを中心として行われている、中国茶を飲みながら点心等を食べることです。本稿では、香港

での一般的な飲茶について、ご紹介します。 

 

1．飲茶の流れ 

飲茶のお店に入り、席に案内され、まず行うことは、お茶の注文です。好みのお茶を伝えると、

店員がお茶の入ったポットを持ってきてくれます。代表的なお茶の種類は以下の通りです。 

①プーアール－日本でもお馴染みのお茶で、香港でも親しまれています。 

②ソウメイ－香港人の多くが愛飲するお茶です。苦味が少なく、飲みやすいお茶です。 

③ジャスミン－花茶の一種であり、最も有名なのがジャスミンティとなります。 

お茶の注文が終わると、次に行うのが、｢洗杯(サイプイ)｣になります。昔、衛生状態があまり良く

なかった頃、お茶を使って、自分が使う箸やレンゲ、湯飲みなどをすすいでいたことが起源の所

作になります。現在は、衛生状態に関して特段問題はありませんが、飲茶をするための儀式的な

慣例として、今も多くの人が行っています。もちろん、｢洗杯｣しなくても、全く問題はありません。 

次は飲茶の注文です。テーブルの上にある「オーダー用紙」を使い、好みのメニューにチェック

を入れ、店員に渡して注文します。｢オーダー用紙｣には、広東語の表記しかないことが殆どです

ので、事前に頼みたい点心の広東語表記を調べておくことをおすすめします。 

 

2．人気の点心 

香港の飲茶で人気のある点心は以下の通りです。 

①蝦餃(ハーガウ）…エビ入りの蒸し餃子です。大ぶりのエビが入っていて、食べ応えがあります。 

②腸粉（チョンファン）…米粉生地に、チャーシューやエビなどを挟み、蒸したものです。米粉生

地の食感と具材の旨みを同時に楽しめます。 

③叉焼包（チャーシューパオ）…見た目は日本の肉まんに似ていますが、具のチャーシューは、

甘く煮られたたれ付きのもので、食欲をそそります。 

【香港コラム】 
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腸粉(えび入り)                  蝦餃 

 

以上、香港の飲茶をご紹介しました。香港にお越しの際は、本場の飲茶をぜひご賞味ください。 


